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１．降雨の概要

台風本体の発達した雨雲や台風周辺の湿った空気の影響で、静岡県や関東甲信地方、東北地方を中心に広い
範囲で記録的な大雨となった。
10日からの総雨量は神奈川県箱根町で1000ミリに達し、関東甲信地方と静岡県の17地点で500ミリを超えた。

レーダ雨量図気象・降雨の概要

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。

10月12日18時

10月12日19時

9日9時 大型 猛烈な
915hPa 55m/s

9日21時 大型 猛烈な
915hPa 55m/s

12日9時 大型 非常に強い
945hPa 45m/s11日21時 大型 非常に強い

935hPa 45m/s

11日9時 大型 非常に強い
935hPa 50m/s
10日21時 大型 非常に強い
920hPa 50m/s

10日9時 大型 猛烈な
915hPa 55m/s

12日18時 大型 強い
955hPa 40m/s

12日21時 大型 強い
960hPa 40m/s

13日3時 大型
970hPa 30m/s

10月12日19時前
伊豆半島に上陸

台風経路図台風経路

※荒川流域

※荒川流域

※荒川流域

※多摩川流域

※多摩川流域

※相模川流域

※気象庁提供資料より作成
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２．雨量の状況

関東地方整備局管内では、台風１９号の降雨により、多くの雨量観測地点で既往最高雨量となりました
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※数値等は速報値のため、修正する可能性があります。
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３．水位の状況

関東地方整備局管内では、台風１９号の降雨により、多くの水位観測地点で既往最高水位となりました
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※水位は標高で整理しています。※※数値等は速報値のため、修正する可能性があります。
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（S22台風9号）
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４．関東地方整備局管内の被災状況（国管理河川）

１．河川氾濫
国管理：4河川9箇所で決壊

８河川16箇所で越水・溢水

●決壊（4河川9箇所）⇒ 全箇所応急復旧を実施中

●越水・溢水（８河川16箇所）
⇒全箇所概ね浸水解消

都幾川1、多摩川2、那珂川8、久慈川1、
涸沼川1、里川1、利根川1、鬼怒川1

２．ダム
国・水機構管理６ダムで異常洪水時防災操作を回避
（二瀬、川俣、川治、草木、下久保、宮ヶ瀬ダム）

３．災害対策機械車両の派遣状況

※自治体からの要請を含む派遣台数（集計）

10/17 22：30時点

10/17 15:00時点
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東京都

埼玉県

千葉県
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さいたま市
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前橋市

長野市

甲府市

水戸市

千葉市

富
士
川
水
系
砂
防

利根川水系砂防

譲原地区地すべり対策

利根川水系砂防
（鬼怒川）

利
根
川
水
系
砂
防

浅間山火山砂防

烏川

神流川
思川

都幾川

入間川

越辺川

高麗川

小畔川

富岡市１箇所

相模原市
２箇所

藤岡市１箇所

嬬恋村１箇所
（利根砂防）

R1.10.18 15:00現在
凡 例

：土砂災害発生箇所
（死者・行方不明者箇所）
：直轄砂防施設被災箇所

：河川
：流域界

：直轄砂防区域

土砂災害発生件数
（関東地方整備局管内）

１６７件
土石流等： ７１件
地すべり： ６件
がけ崩れ： ９０件

【被害状況】
人的被害：死 者 ５名

行方不明 ２名
負 傷 者 ８名

人家被害： 全 壊 １９戸
半 壊 １０戸
一部損壊 １８戸

北杜市１箇所
（富士川砂防）

※これは速報値であり、数値等は今後変わることがあります。

都県名 土石流 がけ崩れ 地すべり 合計

茨城県 1 1 0 2

栃木県 3 5 0 8

群馬県 30 11 1 42

埼玉県 0 19 1 20

千葉県 0 2 0 2

東京都 5 5 0 10

神奈川県 14 25 0 39

山梨県 1 10 0 11

長野県 17 12 4 33

合計 71 90 6 167

群馬県富岡市（地すべり）

神奈川県相模原市（がけ崩れ）

群馬県嬬恋村（土石流）

４．関東地方整備局管内の被災状況（土砂災害）

6



５ ．氾濫による被災状況

入間川

決壊箇所

決壊箇所

決壊箇所

荒川水系
越辺川右岸０ｋ付近

荒川水系
越辺川左岸7.6ｋ付近

荒川水系
都幾川右岸０．４ｋ付近

R1.10.13 7時時点

荒川水系越辺川・都幾川では堤防が３カ所決壊する被害がありました
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５．氾濫による被災状況

決壊箇所

決壊箇所

久慈川水系
久慈川左岸２７．０ｋ

久慈川水系

久慈川左岸２５．５ｋ付近

決壊箇所

久慈川水系

久慈川右岸２５．５ｋ付近

R1.10.13 13時時点

R1.10.13 13時時点

R1.10.13 12時時点

久慈川水系久慈川では堤防が３カ所決壊する被害がありました
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５．氾濫による被災状況

破堤箇所

那珂川水系
那珂川右岸２８．６ｋ付近

那珂川水系
那珂川左岸４０. ０ｋ付近

那珂川水系
那珂川右岸４１. ２ｋ付近

決壊箇所

決壊箇所

決壊箇所

R1.10.13

R1.10.13

R1.10.13

那珂川水系那珂川では堤防が３カ所決壊する被害がありました
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設置箇所：埼玉県川越市下小坂地先
排水能力 30m3/min

ポンプ車展開状況

排水状況（川裏） 排水状況（川表）

６．排水ポンプ車による対応状況

令和元年10月13日16:45
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６．排水ポンプ車による対応状況

設置箇所：埼玉県川越市下小坂地先
排水能力 30m3/min

排水状況（川裏）

排水状況（川表）

令和元年10月13日
23:00
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６．排水ポンプ車による対応状況

小畦川へ排水

九州地方整備局応援

那珂川水系那珂川21K
（茨城県水戸市・渡里町、飯富町）

荒川水系越辺川
（埼玉県東松山市、坂戸市、川越市）

九州地方整備局応援

10/14 13:00頃撮影
10/14 21:00頃撮影 12



６．排水ポンプ車による対応状況
R1.10.18現在

関東地方における排水ポンプ車による排水活動が全て終了
－台風第１9号による浸水解消のため全国の排水ポンプ車８９台が集結－
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７．決壊箇所の緊急復旧

那珂川水系那珂川（茨城県）の決壊箇所では、緊急復旧工事を行っています
な か が わ

10月18日08時現在
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７．決壊箇所の緊急復旧

く じ が わ く じ が わ

久慈川水系久慈川（茨城県）の決壊箇所では、緊急復旧工事を行っています 10月18日08時現在
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７．決壊箇所の緊急復旧

荒川水系越辺川、荒川水系都幾川（埼玉県）の決壊箇所では、緊急復旧工事を行っています

10月18日08時現在
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８．洪水調節施設の効果 利根川・荒川流域

■利根川・荒川流域の主な洪水調節施設で約4.8億m3貯留しました

(S61台風10号)

既往最高雨量 今回洪水雨量
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八ッ場ダム

利根川上流ダム群で
約1.45億m3貯留

※八ッ場ダム含む

渡良瀬遊水地で
約1.6億m3貯留

荒川上流ダム群で
約4,500万m3貯留

荒川第一調整池で
約3,500万m3貯留

田中・菅生・稲戸井調節池で
約9,000万m3貯留

八ッ場ダムで
約7,500万m3貯留

※数値等は速報値のため、修正する可能性があります。
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８．洪水調節施設の効果 洪水貯留状況（利根川）

※数値等は速報値のため、修正する可能性があります。

約１億６０００億ｍ３

貯留

洪水調節容量
合計
約１億７１８０万ｍ３

約９，０００万ｍ３

貯留

洪水調節容量
合計
約１億７００万ｍ３
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流入

８．洪水調節施設の効果 洪水貯留状況（荒川・鶴見川）

※数値等は速報値のため、修正する可能性があります。

【平常時】

【出水時】

約３，５００万ｍ３

貯留

洪水調節容量
３，９００万ｍ３

荒川第一調節池
（彩湖）

幸魂大橋

和光市

朝霞市

富士見市

志木市
さいたま市

戸田市

荒川第一調節池
（彩湖）

幸魂大橋

和光市

朝霞市

富士見市

志木市
さいたま市

戸田市

荒川第一調節池
（彩湖）

幸魂大橋

和光市

朝霞市

富士見市

志木市

さいたま市

戸田市

【平常時】

【出水時】

約９４万ｍ３

貯留
総貯水容量
３９０万ｍ３

荒川第一調節池 鶴見川多目的遊水地
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８．洪水調節施設の効果（鶴見川多目的遊水地）

【出水時】

鶴見川多目的遊水地においては、台風１９号による大雨で鶴見川の水位が上昇し約９４万ｍ３の洪水を一時的に貯留しました。
鶴見川多目的遊水地にある横浜国際総合競技場（日産スタジアム）では、ワールドカップラグビー２０１９大会の横浜会場があり、
令和元年１０月１３日（日）に開催された「日本対スコットランド」戦は、無事開催されました。

※本数値は、速報値であるため、変更となる可能性があります。

約94万m3を貯留した鶴見川多目的遊水地

10月13日 6時30分頃

H.W.L.

T.P. +2.5m

T.P. +4.0m
越流
堤

日産スタジアム

T.P. +6.6m

最高水位
▽ T.P. +4.86m

越流堤

多目的
遊水地

10月12日 16時頃

越流堤

多目的
遊水地

平 常 時

越 流 時

亀の子橋水位観測所

鶴見川多目的遊水地は、平常時には公園等として利用

亀の子橋水位
流量観測所
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９．施設の効果（首都圏外郭放水路）

首都圏外郭放水路を稼働し、中川・綾瀬川流域の洪水を江戸川へ流しました。

首都圏外郭放水路の稼働状況

●流入状況
流入開始：12日 11:30（第２立坑）
流入終了：16日 1:10（第２立坑）全施設流入終了

第２立坑（18号水路） 12日 11:30流入開始
16日 1:10流入終了

第３立坑（中川） 12日 17:50流入開始

14日 20:30流入終了

第３立坑（倉松川） 12日 13:50流入開始

15日 13:00流入終了

第４立坑（幸松川） 12日 16:10流入開始

13日 12:00流入終了

第５立坑（大落古利根川）12日 14:40流入開始

14日 13:40流入終了

●庄和排水機場の稼働状況
運転開始：12日 18:50（2号ポンプ）
運転終了：15日 15:13（4号ポンプ）全施設運転終了

1号ポンプ 13日 1:10 運転開始

13日 16:20 運転停止

2号ポンプ 12日 18:50 運転開始

13日 1:15 運転停止

3号ポンプ 12日 19:07 運転開始

13日 22:45 運転停止

4号ポンプ 12日 21:35 運転開始

15日 15:13 運転停止

順位 年月日 洪水名
洪水調節総量※1

（千m3）

1
平成27年
9月9日

台風第17号
・第18号

19,031

2
平成26年
6月6日

低気圧 13,426

3
令和元年
10月12日

台風第19号 12,180※2

4
平成29年
10月22日

台風第21号 12,040

5
平成20年
8月28日

低気圧 11,720

6
平成26年
10月5日

台風第18号 7,316

7
平成25年
10月16日

台風第26号 6,848

8
平成16年
10月9日

台風第22号 6,720

9
平成24年
5月3日

低気圧 6,678

10
平成18年
12月26日

低気圧 6,621

※１ 洪水調節総量は立坑等の貯留量を含む
※２ 10/18 9:00現在
※数値等は速報値のため、修正する可能性があります。

第１立坑から調圧水槽への流入状況
10月14日 12時30分
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９．施設の効果 隅田川を洪水から守る（岩淵水門）

【平常時】

洪水時には岩淵水門を閉鎖し、荒川の洪水が隅田川へ流入することを防ぎ、隅田川の洪水氾濫を防止します。
令和元年10月12日（土）20:50に岩淵水門（上）水位観測所の水位がA.P.+4.00mに達したため、閉門操
作を開始し、21:07に全閉しました。
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１０．ダムの効果 洪水貯留状況（八ッ場ダム）

※数値等は速報値のため、修正する可能性があります。
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１１．堤防整備による治水効果 （烏・神流川）

※数値等は速報値のため、修正する可能性があります。
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１２．自治体における広域避難事例（加須市）

台風第19号による利根川の出水において埼玉県加須市が01:00に避難
指示を出し、約9,000人が避難し、そのうち約8,000人が広域避難（通常の
避難先ではなく大規模浸水を想定した広域避難先への避難）を行った。

利根川の状況の連絡（ホットライン）

利根川上流河川事務所長が加須市長に、利根川の状況を電話で直接伝えるホットラインを２４回実施（発着回数）

主な内容
・計画規模(1/200)を越える雨量が予測されている、避難が夜中にかかりそうなので早めに電話した(15:49)
・計画高水位を超える恐れがある、広域避難を検討する必要がある(23:07)
・堤防が最も低い箇所を超える恐れがある、加須市は広域避難を検討して下さい(00:47)

加須市の広域避難実施状況
○避難周知
防災行政無線、エリアメール、SNS、Lアラート、消防
車によるアナウンスの他、自治会長及び民生委員に電
話して避難呼びかけを依頼

○避難方法
市が広域避難用に用意したバス（10台（延べ１５回輸送））、
自家用車など

○交通制御

避難する車で道路が渋滞したため、加須市が加須警
察署に交通指導を依頼し、信号を手動操作してもらった

避難中のバス

【参考】 平成２９年度に「利根川中流４県境広域避難協議会」を設置し、片田東京大学大学院特任教授の指導で広
域避難のシナリオ案を検討中であった。また、加須市では、バスを用いた広域避難訓練を平成29年度から３
回実施済みであった。

域外への避難の様子

10/13 02:40
域外へ避難するための橋
（埼玉大橋）

広域避難指示区域内における避難の割合

広域避難

通常避難

把握できず

2019/10/18 12時時点
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